

























































庫の 100 冊』、明治から現代までにわたる『読売新聞縮刷版』、「ヨミダス歴史館」、『CD 毎
日新聞データ集』（1995、2000、2005、2010、2014）である。外来語の原語としての英語資
料については、1810 年からのデータが収録される Corpus of Historical American English と
1980年代以降の英語資料で構成される British National Corpusを対象とした。 











 次に、1940年代初から 1960年代半ばまでにかけては、新しい意味 A′「優れたさま」が









った。意味 A から生じた意味 A′は、前期の意味 A と同じように、ファッション・芸術の
分野に限られている。この時期に登場する意味 A′「優れたさま」は英語「sense」には見ら
れないものであって、「センス」の意味変化においては、日本語化が始まったと考えられる。 

































































































































































ージ」「パターン」の 3 語には同じく 1960・70年代頃に抽象的な意味をあらためて借用する
ことによる急増があったことがわかる。本論では、このような 1960・70 年代に起こった、
原語からあらためて借用することを「再借用」と呼んだ。 
第 6章 近現代における外来語「モード」の変遷 









































 第 7 章 1～2.3 節では、これまで調査した一連の抽象的な外来語の受容過程には、どのよ
うな受容のパターンがあるのかという点を検討した。その結果は、以下のようになる。 













































































































た。第 2 期の「1960・70 年代」になると、外来語の受容の仕方が変化し、第 1 期の「専門
用語の受容期」と別の受容段階となる。そこでは、大衆向けの一般用語の受容が起こり、そ
れが急増した。そして、第 3期の「20世紀末・21世紀初」には、外来語の意味変化のあり
かたが変化し、第 1、2期のような原語の意味をそのまま受け入れるのとは異なり、日本語
の独自の用法が生まれるようになってきた。 
同時に、上述の時代区分を外来語の借用の仕方という観点から考えて、日本の外来語史は
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「専門用語の借用時代」と「一般概念の借用時代」という二つの時代に分けられることを明
らかにした。「室町末期」、「江戸時代」、「19世紀末・20世紀初」が「専門用語の借用時代」
であり、「1960・70年代」が「一般概念の借用時代」である。特に、「一般概念の借用時代」
である 1960・70 年代が日本借用語史の転換期とも考えられる。その年代を区切りとして、
日本語における外来語借用の仕方が変化し、外来語の使用は質も量も極めて重要な転機を
迎えた。さらに、この「1960・70年代」を画期として、日本語語彙には外来語の急増が目立
つようになるため、1960・70 年代に起こった外来語使用の急増は、日本語語彙史上の問題
にもなる。そこで、本論では 1960・70年代は日本語語彙史上の画期であると捉えた。 
終章 
終章では、上に述べてきた第 1～7 章の考察結果をまとめた。また、それを踏まえると、
本論の研究意義を、次のような点に纏めることができる。 
①外来語の受容の仕組みの解明 
 本論によって、個々の抽象的な外来語の受容・増加過程を丁寧に記述した上で、一連の個
別の調査結果に共通する受容パターンを検討し、近現代外来語の増加に見られる外来語受
容の仕組み（受容の二層）を体系的に論じた。このように、借用語としての外来語史という
大きな流れをつかむため、原語からの受容の仕組みという観点から、外来語受容の二層とい
う点の特質を明らかにした。 
②日本語語彙史にある新しい画期の提案 
 外来語受容の仕組みによって、従来の研究の不足を補って、本論では新しい外来語史の時
代区分を示した。また、1960・70 年代を区切りとして、日本語における外来語借用の仕方
が変化し、外来語の使用は質も量も極めて重要な転機を迎えたことを明らかにした。このよ
うに、1つの区切りとしての「1960・70年代」は、外来語史のみではなく、借用語史及び日
本語語彙史上においても重要な画期として捉えられる。 
③社会言語学の解釈と語史研究の関連性の提示 
 本論では、外来語の受容現象は、受容を必要とする社会的な状況や、その言語社会の成員
の言語能力・言語嗜好が大きく関わっていることを明らかにしたことで、社会言語学の解釈
と日本語史研究の繋がりを提示した。さらに、このような言語接触の観点から外来語史を考
える調査法の開拓は、日本語史研究だけではなく、ほかの言語にある借用語の受容の仕組み
を描くことにも可能性を開くもので、一般言語学にも一種の調査法を提示したことになる。 
 
